
    

令和 5 年度  事 業 報 告 書 

 

                法人の名称  特定非営利活動法人らしく並木 

 

 

１ 事業の成果 

  令和 6 年 5 月 20 日より、拠点としている金沢スポーツセンターが工事により約 1 年間利用が制限され

ることとなった。これにより、活動に様々な影響が出てきた。 

 ◆介護事業 

 令和 5 年度末をもって、19 年にわたる介護事業を廃止した。訪問介護にあっては、ヘルパーの高齢化、

新規ヘルパー採用の困難、拠点が事務所として利用できるか不明という理由である。居宅介護事業について

は、更新の時期にあり、所定の条件がクリアできないことから、更新をやめることとなった。 

訪問介護事業の利用者は月平均 8.3 名、横浜市第 1 号訪問事業(訪問介護相当サービス・訪問型生活援助

サービス)は月平均 5.4 名の利用者があった。居宅介護支援事業は、要支援者へのプラン委託が引き続き増

加しており、月平均 13.7 利用があった。また、らしく支援地域サービスは保険外サービスとして、神奈川

県の共同募金在宅福祉援助費の助成を得て行っている。介護保険ではできない大掃除や庭の手入れ、通院付

添い、不足する家事援助や移動介助など、利用者は月平均５名であった。 

研修については、７月に個人情報保護とプライバシーについて、９月に虐待防止について行った。このほ

か 11 月に横浜市の集団指導をオンラインで受けた。内部のコミュニケーションのため 2 か月に 1 度の割合

でヘルパー会議を設け、情報交換など行った。 

 

◆まちづくり事業 

並木コミュニティカレッジとして行っているまちづくり活動においては、６月に長浜の村が一晩で消えた

という伝説の検証および東日本大震災直後の現場に入った体験から防災について、11 月に災害時に役立つ

ポリ袋を使った湯煎調理、12 月に超高齢化社会に向けて金沢区はどう行動していけば良いかについて話を

伺った。詳しくは事業内容を参照。 

 

地域の交流の場として始めたコミュニティカフェ「Welcafe」は、引き続き感染対策として、換気や消毒

に気を付けながら、計 52 回開催できた。1 回あたりの販売数は平均 57.3 杯と、昨年度よりも増加した。ス

ポーツセンターと協働で実施している月 2 回の「歌♪と喫茶の会」も 22 回の開催で延べ 436 名の参加があ

った。 

金沢区コミュニティ・サロン連絡会では他の８サロンと相互の情報交換を行っている。10 月 15 日の金

沢区のいきいきフェスタにはサロン連絡会で出店した。お天気は良かったが暑く、コーヒー178 杯の売り上

げと見積もりより多少少なかった。 

2 月 3 日には区役所からの要請で「じも活」の会議にコーヒーの出張サービスに出向いた。 

 

２ 事業内容 

（１）特定非営利活動に係る事業 

★月 1 回定例会開催 

  

① 介護保険法に基づく居宅サービス事業 

・内 容  高齢者訪問介護事業 

・日 時  通年 

・場 所  オフィスかなざわ 及び 利用者宅 

・従事者人員  10 名 

・受益対象者  介護保険認定の要介護高齢者 平均 8.3 名/月 



    

・支出額    4,136,880 円 

 

② 介護保険法に基づく介護予防サービス事業 

③ 介護保険法に基づく第 1 号事業 

・内 容  高齢者介護予防訪問介護 

・日 時  通年 

・場 所  オフィスかなざわ 及び 利用者宅 

・従事者人員  10 名 

・受益対象者  介護保険認定の要支援高齢者  平均 5.4 名/月 

・支出額    1,772,949 円 

 

  ④ 介護保険法に基づく居宅介護支援サービス事業 

・内 容  高齢者居宅介護支援事業 

・日 時  通年 

・場 所  オフィスかなざわ 及び 利用者宅 

・従事者人員  １名 

・受益対象者  介護保険認定の要介護高齢者及び要支援高齢者  平均 13.7 名/月  

・支出額    1,064,651 円 

 

 ⑤障害者自立支援法に基づく障害福祉サービスおよび地域生活支援事業 

今年度は活動なし 

 

⑥ 地域サービス事業 

・内 容  高齢者支援事業（保険外サービス） 

・日 時  通年 

・場 所  オフィスかなざわ 及び 利用者宅 

・従事者人員  10 名 

・受益対象者  地域に居住する高齢者で原則として介護保険認定者  平均 5 名/月 

・支出額     1,141,827 円 

 

  ⑦まちづくりに関する研究調査事業 

    今年度は活動なし 

 

⑧まちづくりに関する普及啓発・コンサルタント事業 

・内 容  

「並木コミュニティカレッジ」を開催     

＊6 月 25 日 「地元の歴史と防災 ― 長浜千軒事件と東日本大震災に学ぶ」 
       講師：平山次清氏（横浜国立大学名誉教授）・岡 和彦氏(元鹿島建設・JAMSTEC) 
       場所：オフィスかなざわ 
       参加者：41 名 
＊11 月 19 日 「サバイバル料理教室」 
       講師：外山 薫氏 (災害ボランティアネットワーク) 
       場所：並木中学校家庭科室 
       参加者：11 名 
＊12 月 10 日 「元横浜市副市長に聴く 超高齢会社会に向けた横浜・金沢のまちづくり」 

     講師：鈴木伸哉氏（元横浜市副市長） 
  場所：オフィスかなざわ 
   参加者：21 名 

       



    

         
    ・日 時  上記のとおり 

・場 所  上記のとおり 

・従事者人員  16 人 

・受益対象者  並木周辺の居住者他 

・支出額    55,849 円 

 

⑨コミュニティ・サロン事業 

★コミュニティカフェ「Welcafe」を 52 回開催。   

・日 時  毎週水曜日 10：00～15：30 

・場 所  オフィスかなざわ 

・従事者人員  ５人 

・受益対象者  並木周辺の居住者他 延べ 2,982 名（1 回あたり平均 57.3 名） 

・支出額    873,385 円 

 


